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どんより曇った朝、みちのくの晩秋は冷たい。米川からバスで元町停留所で降り、３０分くらい点在する農家
の間を抜ける坂道を歩き、丘を上り詰めたところに三経塚がある。
昭和２９年10月、調査探索の折、私は当地の綱木ノ沢、小野寺藤右衛門家の史料から、当地での殉教の記

録を発見した。そして、３ヶ所に死骸を埋めたというのである。この古文書を発見した時の驚きは、言語や文章
では表せない。それにしても、昭和２９年までよくぞ人に知られず埋もれていたものである。明治時代になってキ
リスト教の禁制が撤廃されたものの、人々はキリスト教に無関心になってしまったのだろう。山村のことだけに、
日清、日露戦争、昭和になって日中戦争、第二次世界大戦と、心休まる暇もない百年だったのだ。

私がこの遺跡を発見した頃は、松の根元に大小の石ころが雑然と転がり、訪れる人もなく、もちろん香華な
ど見られないところだった。「なんとかならないものか、当村にはキリスト教信者が300名近くいるというのに」
と私は独り嘆いたが、今では三経塚へ通じる坂道は整備され、松の樹の下には碑文を書いた白い案内板が立
てられた。地元の青年団が整備しているというが、訪れる人々が年々増えているとのこと。三経塚の碑の前で
しばし黙想する。時間と空間と人間とを結ぶ歴史というものの無限さに、私は驚くのみである。

この三経塚が作られたのは、享保年間（1716～３６）のことだろう。この地帯は、当時製鉄ばかりでなく、金
銀銅を産出した鉱山が多く、働く工夫たちは各地から集まっていた。そしてその中には、たくさんのキリシタンが
いた。それを捕吏が一網打尽に召捕り、はりつけなどで１２０余名を処刑した。壮烈な情景がしのばれる。処刑場
は、三経塚の西北に切り捨て場の名称で残っているが、竹矢来を結び、衆人環視の中で処刑し、死骸を40人
ずつ、老（ろう）の沢、海無（かいなし）沢、朴（ほう）の沢の3ヶ所に埋めたのである。
　 この三経塚はみちのく最後の殉教地であり、この殉教以降は隠れキリシタンの時代になる。
　　　　　　　　　　　【みちのくキリシタン物語（只野　淳　　春秋社）　　より抜粋】

歴史探訪シリーズ　　　　　三経塚の由来
米 川 新 聞 ４

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米 川 地 域 振 興 会
発行日： 平成２ ５年 ４月 1日
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米
川
の
み
な
さ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
宮
澤
圭
さ
ん
退
職

　
一
年
間

、
毎
日
楽
し
く
仕

事
が
で
き
た
の
は
一
重
に
地

域
住
民
の
皆
様
の
お
陰
だ
と

思

っ
て
お
り
ま
す

。

　
ま
た

、
仕
事
の
機
会
を
与

え
て
頂
き
ま
し
た
米
川
地
域

振
興
会
の
皆
様
に
は
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す

。

　
人
・
仕
事
と
良
き
出
会
い

に
恵
ま
れ

、
実
り
多
き
一
年

を
過
ご
す
事
が
出
来
て
幸
せ

で
し
た

。
こ
れ
か
ら
も
地
域

と
接
し

、
こ
れ
ま
で
の
ご
恩

に
報
い
る
事
が
出
来
ま
す
様

念
願
の

エ
ア
コ
ン
設
置

　

東
和
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
ど
い

っ
し
ょ
の
楽
す

い
時
間
も
あ

っ
か
ら
何
ん
で

も
頑
張
れ
る
よ

。
」
と
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た

。

　
地
域
の
要
望
に
応
え
る

　
地
域
利
用
者
か
ら
強
く
要

望
の
あ
っ
た
「
エ
ア
コ
ン
」

が
、
2
月
下
旬
に
、
東
和
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室
に
２

台
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
季
の
利
用
者
も
多
い
こ

の
施
設
、
「
な
ん
と
が
ぁ
な

ん
ね
べ
が
ね
ぇ
」
の
要
望
に

米
川
地
域
振
興
会
が
応
え
実

現
し
た
も
の
。
今
年
の
夏
か

ら
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

、
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す

。

　
来
月
か
ら
別
の
会
社
に
勤

務
す
る
事
と
な
り

、
慣
れ
な

い
環
境
に
不
安
も
あ
り
ま
す

が

、
指
導
頂
い
た
数
々
の
知

識
と
経
験
を
活
か
し

、
新
天

地
で
も
胸
を
張

っ
て
頑
張
り

ま
す

。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が

、

米
川
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展

と
皆
さ
ま
の
ご
活
躍

、
ご
健

康
を
お
祈
り
し
て

、
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す

。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。

元
気
な

サ
ー
ク
ル
ご
紹
介

　　
お
じ
ゃ
こ
飲
み
で
元
気

　
お
じ
ゃ
こ
飲
み
・
は
な
す

か
だ
り
・
う
だ

っ
こ
う
だ
い

と

、
月
に
１

回
の
お
楽
し
み

会
が

、
東
和
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー

（
＝
旧
上
沢
分
校

）
で

開
か
れ
て
い
ま
す

。

　
こ
の
サ
ー
ク
ル

、
名
前
は

あ
り
ま
せ
ん
が

、
仲
上
沢
地

区

（
＝
米
川
５
区

）
の
元
気

な
お
母
さ
ん
た
ち
の
集
ま
り

で

、
お
茶
に
ビ
ー
ル
に
ワ
ン

カ
ッ
プ

。
そ
し
て
手
づ
く
り

の
料
理

。
も
ち
ろ
ん
盛
り
だ

く
さ
ん
の
漬
物

（
で
ぇ
ご
ん

づ
げ

、
な

っ
ぱ
づ
げ

）
も

。

飲
ん
で
・
食

っ
て
・
歌

っ
て

　
飲
ん
で
食

っ
て
歌

っ
て
そ

し
て
笑

っ
て

。
ま
た

、
タ
オ

ル
を
使

っ
た
軽
運
動
な
ど
を

行

っ
て
い
る
元
気
な
お
母
さ

ん
た
ち
の
集
ま
り
で
す

。

　　
高
齢
者
同
士
が
扶
助

　
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
が
増
え
る
中

、
「
顔
が
見

え

、
お
互
い
が
扶
助
し
合
う

活
動

」
こ
そ

、
今

、
最
も
必

要
な
活
動
と
言
え
る
で
し
ょ

う

。

　
参
加
者
の
ひ
と
り
は

「
掃

除
・
洗
濯
・
炊
事
・
お
買
い

物

、
１
に
な

っ
て
も

、
１
に

な

っ
て
も
・
・
・
だ
け
ど

、

　　
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
笑
顔

が
特
徴
の
登
米
市
立
東
和
中

学
校
で

、
3
月
9
日

、
第
1

回
卒
業
式
が
行
わ
れ

、
1
名

が
巣
立
ち
ま
し
た

。

　
9
年
間
の
義
務
教
育
を
終

え

、
伊
藤
勉
校
長
先
生
か
ら

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が

、
作
法
正
し
く
手
渡

さ
れ
ま
し
た

。

　
卒
業
生
の
内
1
名
が
皆
勤

賞
受
賞

、
ま
た
義
務
教
育
の

9
年
間
無
欠
席
が
3
名
お
り

ま
し
た

。

　
震
災
で
多
く
を
学
ん
だ
卒

業
生
を
代
表
し
て

、
前
生
徒

会
長
佐
藤
太
朗
君

（
＝
米
川

3
区

）
が

、
「
絆
と
感
謝
の

気
持
ち

」
を
答
辞
に
込
め

、

後
輩
へ
し

っ
か
り
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
し
ま
し
た

。

　　
夢
に
向
か

っ
て

、
大
き
く

前
進
！
　
登
米
市
立
米
川
小

学
校
で

、
3
月
9
日

、
平
成

１
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ

、

1
名
が
6
年
間
の
義
務
教
育

を
無
事
修
了
し
ま
し
た

。

　
4
月
か
ら
東
和
中
学
校
に

進
み
ま
す
が

、
部
活
と
勉
強

を
両
立
さ
せ

、
そ
し
て
新
し

い
仲
間
と
仲
良
く
し

、
夢
に

向
か

っ
て
大
き
く
前
進
し
て

欲
し
い
で
す
ね

。

　
卒
業
生
に
は

、
剣
道
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
秀
な
児
童

や
美
術
の
得
意
な
児
童
も
い

ま
す

。
み
ん
な
で
地
域
の
宝

を
見
守
り
ま
し
ょ
う

。
特
に

登
下
校
時
は
み
ん
な
で
声
掛

け
し
ま
し
ょ
う

。

旧
上
沢
分
校
で
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を
ご
提
供
頂
き
ま
し
た

。

　

「
米
川
の
み
な
さ
ん
と
再

会
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
し

、
郷
土
の
歴
史

を
真
剣
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿

に
感
銘
し
ま
し
た

。
」
と
高

橋
神
父
さ
ん

。

　
視
察
参
加
者
1
名
に
は

、

悪
天
候
の
中
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た

。

歴
史
勉
強
会
開
催

　
後
藤
寿
庵
ゆ
か
り
の
地
 

水
沢
を
視
察

　
観
光
事
業
開
発
を
進
め
て

い
る
米
川
地
域
振
興
会
が

、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を

目
的
に

、
3
月
2
日

、
歴
史

勉
強
会
を
実
施

。

　
今
回
は

、
後
藤
寿
庵
に
つ

い
て
勉
強
を
行
い
ま
し
た

。

　
寿
庵
は
承
知
の
と
お
り
キ

リ
シ
タ
ン
で
あ
り

、
現
在
の

奥
州
市
あ
た
り
を
統
治
し
た

「
領
主

」
で
あ

っ
た
た
め

、

奥
州
市
水
沢
区
に
は
寿
庵
ゆ

か
り
の
遺
跡
が
数
多
く
現
存

す
る

。
今
回
は

、
佐
藤
直
喜

氏

（
＝
米
川
3
区

）
を
講
師

に
招
き

、
ま
た

、
現
地
で
は

カ
ト
リ
ッ
ク
水
沢
教
会

（
＝

奥
州
市

）
の
高
橋
昌
神
父
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
講
師
に

、
寿
庵

堰
や
徳
水
園
水
の
歴
史
公
園

な
ど
を
視
察

。
神
父
さ
ん
に

は

、
現
地
を
丁
寧
に
案
内
し

て
頂
き

、
ま
た

、
休
憩
場
所

と
し
て
水
沢
教
会
の
研
修
室

３
Ｄ
立
体
映
像

　
　
見
学
会

　
　
主
催
 

県
民
共
済

米
川
終
末
処
理
場
（
Ｒ
３
４
６
号
沿
い

）

に

　

米
川
の
水
か
ぶ
り
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置

　
８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
伝
統
行
事

、
米
川
の
水

か
ぶ
り

（
＝
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財

）
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と

、
国
道
３
４
６
号
線
沿

い
に
建
設
さ
れ
た
米
川
終
末

処
理
場
に

「
米
川
の
水
か
ぶ

り
看
板

」
が

、
こ
の
程
お
目

見
え
し
ま
し
た

。

　
こ
の
看
板

、
処
理
場
建
設

に
合
わ
せ

、
地
元
の
要
望
を

聴
き

、
米
川
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

目
的
に

、
市
の
配
慮
で
設
置

が
実
現
し
た
も
の

。

　
各
教
育
委
員
会
の
後
援
を

受
け

、
県
民
文
化
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に

、
３
Ｄ

立
体
映
像
見
学
会
が

、
３
月

１
日

、
米
川
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た

。

　
見
学
会
に
は

、
春
休
み
の

児
童
ら
1
名
が
来
場
し

、
3

Ｄ
映
像
を
体
感
し
ま
し
た

。

 
 

 

 
 

米
川
公
民
館 

俳
句
教
室 

 
 

 
 

三
月
の
『一
人
一
句
』 

（彼
岸
、鳥
帰
る
、雑
詠
） 

  

選
者 

＝ 

米
川
公
民
館
俳
句
教
室
講
師  

藤
野 

尚
之 

氏  

   

亡
き
友
の
墓
を
巡
ら
ん
入
り
彼
岸 

  

と
り
ど
り
の
供
花
風
に
揺
れ
彼
岸
か
な 

  

白
房
の
揺
れ
て
和
讃
の
彼
岸
寺 

  

山
寺
に
供
花
を
抱
き
て
入
り
彼
岸 

  

小
鳥
引
き
残
る
静
寂
の
一
樹
か
な 

  

下
校
児
の
自
転
車
止
め
て
雁
帰
る 

  

一
声
を
瓦
礫
の
山
に
雁
帰
る 

  

う
ら
ら
か
や
海
一
望
の
食
事
会 

  

春
の
雨
野
辺
に
梵
字
の
草
木
塔 

  

春
一
番
漬
物
樽
が
こ
ろ
が
り
て 

  

あ
た
た
か
や
閉
校
式
の
子
等
の
背
も 

            

       

選
者
の
一
句 

      

床
の
間
に
松
陰
辞
世
彼
岸
入
り 

        

藤
野 

尚
之 

 

 

米
谷  

渡
部
康
郎 

米
川  

及
川
豊
子 

米
川  

及
川
裕
子 

米
川  

千
葉
サ
キ
コ 

米
川  

小
野
寺
好
道 

米
川  

小
野
寺
和
彦 

錦
織  

及
川
守
男 

米
川  

村
上
君
枝 

米
川  

千
葉
富
子 

米
川  

千
葉
勝
保 

米
谷  

亀
卦
川
た
き
子 

米
川
地
域
振
興
会

 

 
総
務
企
画
部
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熱心に高橋神父の話を聴く参加者 

27 

36 

水かぶり
来年は 
２月４日 

です 
よろしく 

米川終末処理場と水かぶり看板 
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22 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会
1 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 23 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
2 火 米川若草会、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 24 水 泉趣会、あばせﾖｶﾞ教室、ｶﾗｵｹ教室
3 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 25 木 米川ｽﾎﾟｰﾂ少年団
4 木 米川地域振興会監査会、同会理事会 26 金 米川地域振興会総会
5 金 米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 27 土
6 土 黎明太鼓
7 日 （馬頭観世音　華足寺　春季例大祭）
8 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会 29 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
9 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 30 火
10 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
11 木 1 水 泉趣会
12 金 つるし飾り愛好会、米川ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 2 木
13 土 3 金
14 日 黎明太鼓 4 土
15 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、福扇会 5 日
16 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 6 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
17 水 泉趣会 7 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
18 木 柳絮会俳句教室 8 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
19 金 絵手紙教室、あばせﾖｶﾞ教室  ※公民館事業又は利用許可申請書提出済の団体のみ記載

20 土
21 日 （市長選挙、市議会議員選挙投票日）

よねかわ情報コーナー（催し物）

５月の予定

28 日

４月の予定

   鱒渕馬頭観世音（竹峯山大悲院華足寺）

 
　　　と　 き   平成２５年４月２８日（日）１０時
　　問合わせ先　　華足寺　電話　０２２０（４５）１２２１

　　　若草稲荷神社
　
 
 
　　　と　 き   平成２５年４月２９日〜５月３日

265
225
276
192

66

129
115

990 1,308

149

136
1,365

114

2,673

行政区

100

６区

３区
155

91

168
166

80

１区
125

136

１０区

７区

42 70

８区
９区 73

112 127
78

110

４区
５区 122

285
359183

130
247125

計

115 176

73

米川の世帯数と人口
女

188
166

平成２４年１２月末現在
計（人）男世帯数
356
332

179
２区

       お知らせ 
     【新事務員のご紹介】 

米川公民館宮澤圭さんに代わり、4月1日

から、及川由里さん（米川5区）が、米川公

民館新事務員としてお世話になります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

自己紹介は５月号に掲載いたします。 

 
ホームページを開設しました。 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

・ 華足寺後援会奉納余興（１０時～） 

・ 献膳の儀式（１２時） 

・ 護摩供養 

・ ペット供養 

春季例大祭 

春季例大祭 


